リレーエッセイ　二葉神明町会　石本　裕 さん
当マンションの防災の取り組みについて
シャールレーク大井桜通りは、2005年9月に竣工した99戸の分譲型マンションです。当マンションでは震災等、災害時の対応の為ボランティア組織で防災委員会を立ち上げ、災害時のルール作りを始め自助、共助の様々な取り組みを検討し、災害時の行動マニュアル作成、防災機器の整備、独自の防災訓練などに取り組んでいます。
東京都では人口の65％がマンション等の共同住宅に住んでいると言われています。当然避難所が不足するため都は「東京とどまるマンション」として災害発生時に自宅での生活を継続しやすいマンションを認定登録しています。当マンションも昨年認定されました。
災害はいつ発生するか予測出来ません。町会と連携して防災に取り組むため、私達も普段から防火防犯パトロールや町会イベントに積極的に参加し町会の皆様と親しくさせて頂いております。今後とも宜しくお願い致します。
　次回は、二葉三丁目町会にバトンタッチ

支え愛ほっとステーションだより
『救急代理通報システム』 のご案内　
木々の緑が若草色に色づき、暖かな季節になりましたね。荏原第五地区の皆さまお変わりはございませんでしょうか。
65歳以上の方を対象に、急な体調不良や火災などに備えて、警備会社の警備員が緊急時に24時間365日駆け付ける「救急代理通報システム」についてご紹介します。
①主装置
ペンダントなどからの信号を警備会社へ送信する装置です。
②救急ペンダント
体の具合が悪くなったときなどの緊急時にボタンを押すと通報できます。
③火災センサー
火災センサーが反応し、自動的に警備会社に通報されます。
④生活リズムセンサー
トイレ等の扉に取り付け、在宅中に24時間扉の開閉がない場合、警備会社に通報されます。
[bookmark: _GoBack]設置費用・利用料ともに≪無料≫です。要介護認定を受けていない方は、支え愛・ほっとステーション、受けている方は在宅介護支援センター(Tel:5750-7707)までお気軽にお問い合わせ下さい！
